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　少子高齢社会を迎え，生活習慣病の一次予防
の観点からも，人の生涯にわたる健康と小児期
に始まるライフスタイルとの関わり置ト3），とく
に食物選択の素養の育み4｝の重要性が強く認識
されるようになった。著者らは，生涯の心身の
健康のありようを見据えた視点から，幼児期に
おける栄養教育の実践的な根拠を得ることを目
的として，新潟県内幼児の食物栄養素等摂取の
実態を，生活環境別に，かつその時代の流れに
よる推移について把握するために，昭和41年以
来同一地域で，同一年齢層を対象に，数年間隔
で継続調査を行っている5｝”11，。
　今回は，都市化の進展の著しい近郊農村に住
む農業世帯の幼児の，食物・栄養素等摂取状況
を，昭和43年，48年，53年，58年，平成元年，
6年および10年の計7回の調査結果に基づい
て検討し，他の生活環境別3地域（山村，漁業
地域都市近郊）における2e・一一・30年の推移‘団｝
にも照らして考察を試みたので，その結果を報
告する。なお，本報では第五次改定栄養所要量
に設定されている栄養素等について主として解
析を行い，生活習慣病予防に対置した視点から
重視される諸項目の摂取状況についての解析は
続報において行うこととする。
　1．調査対象地区の概況
　調査対象地区の新潟市海老ケ瀬，津島屋地区
は，交通の便利な近郊の田園地帯で，新興住宅
地や木工・印刷・右材の工業団地として開発さ
れ，他方，公立養護学校2，公立中学校・保育
園，公・私立幼稚園各1および県立新潟女子短
期大学がある。近年，周辺への大型量販店や外
食産業の進出が顕著になり，また大型食品加工
生産工揚も進出している。初回調査（昭和43年）
から第7回調査（平成10年）までの30年間に，
世帯数は海老ケ瀬120→496世帯，津島屋210
－｝460世帯，うち農家数は海老ケ瀬52→28世
帯（専業17，兼業11），津島屋45→22世帯（専
SU　6，兼業16），平均耕作面積は海老ケ瀬では田
L46　ha→1．43　ha，畑35　a→138　a，計1．81　ha
→2．81ha，津島屋では閣1．2　ha→1．41　ha，畑
40a→123　a，計1．6ha→2．64　haへ，それぞれ
変動が見られたが，本来稲作のほか馬鈴薯，疏
菜および葡萄の生産地であり，農業の機械化が
進み，農家所得は潤沢である。
　2．調査対象
　調査対象は表1に示すように，農業世帯の4
・－ U歳の健康な幼児6～14名である。なお，幼
生活科学科食物栄養専攻
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表1　調　査　対　象
初剛潤査 第2回調査 第3回調癒 第4回調査 第5回調査 第6回調査 第7回調査
昭和43年度昭和48年度 昭和53年度 昭和58年度 平成元年度 平成6年度 平成10年度
魏鷺｝10名嬰鷺｝1・名嬰薯｝1焔婁聯｝9名 嬰薫｝8名 魏1菱｝9名嬰購｝6名
平均年齢4．7歳 平均年1禍2歳 平均年齢5．1歳 平均年齢5．轍 平均年齢5．1歳 平均年齢5．4歳 平均年齢5．4歳
保育所児童 保育所児童 保育所児童 保育所児産 保育所児童 保育所児童 保育所児童
農業世帯 幼稚園園児 幼稚園園児 幼稚園園児 幼稚園園児
農業世帯 農業世帯 農業世帯 提業世帯 農業世帯 農業世帯
多世代壕族 多阯代家族 多世代家族 多世代家族 多世代家族 多世代家族 多世代家族
注．平均年齢は調査年度の10月1目現在の平均値．
表2　本調査に使用した食晶構成
　　　　　　　　　　　　　（単位：9）
4～5歳 6歳’
食品群 男、 女
?
女
穀類｛耀 140
P00
120
W0
150
P20
130
P00
い　　も　類 30 1．　30 30 30
砂　糖　　類　　　T 5 5 10 10
菓　　子　類 40 40 50 煙5
油　脂　　類 10 10 10 10
豆　　　　類 40 40 40 40
緑黄色野菜 50 50 55 55
その他の野i菜 100 100 110 110
果　　実　　類 100 100 100 100、
（海藻類） （1） （1） （1－－2） （ト2）
魚　　介　　類 30 30 40 40
肉　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　類 50 50 50 50
乳　　　　類串 300 300 290 290
児のいる世帯が限られているため悉皆調査とし
た。
注．卓印は生乳に換箕した数値である．
　3．調査時期および期間
　昭和43年，48年，53年，58年，平成元年，
6年および10年度のそれぞれ主として四季の
各連続3日間（通年12日間）であるが，平成10
年度は春・秋の2季節（通年6日間）の調査で
ある。
　4．調査内容および方法
　1）　食物摂i取状況調査：個人別秤量方式によ
る食物摂取量調査を，母親に秤量記録を依頼し
て実施した。調査票回収時に記入内容の記載も
れ等を点検・聞き取りをし，補正した。また給
食状況の調査は保育園・幼稚園の担任保母i保
育士・教諭の協力を得て行った。
　栄養素等摂取量は，初回調査から昭和53年度
までは三訂日本食品標準成分表，58年度以降は
四訂日本食品標準成分表を用いて算出した。得
表3　近郊農村幼児の摂取食品数の30年聞の推移
総数 動物性食品 植物性食品 間食食品数
昭和43年17±1．0　（5．9）3±O．8　（26．7）14±LO　　（7ユ）3±0．6　（20．0）
48年23±2．7　（11．7）4±0，8　（20．0）19±2．O　（10．5）4±1．0　（25．0）
53年29±32　　（11．O）7±1．3　（18，6）22±2．2　　（10．0）4±O．6　（ユ5．0）
58年23±6，7　（29．1）5±2．1　（42．0）18±5．4　　（30．0）4±LO　（25．0）
平成元年 32±2．6　（8．1）7七±0．7　（10．9）25±2，3　　（9．2）’5±1．4　（28．O）
6年 31±畦．8　（15．5）6±L1　（18．3）25±4．3　（172）4±．O．8　（20．O）
10年26±2．8　（10．8）5±0，7　　（14．⑪）21±12．4　　（12．4）±0．8　（20．O）
注：1人1日当たり　平均値±標準偏差，（）は変動係数．
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られた成績めうち栄養素等摂取量の比較基準に
は，対象児の性，年齢，体位から個人別に算定
した栄養所要量を用い，食品群別摂取量の比較
基準には手塚ら1　i）の食品構成（表i2）を適用し，
各々に対する摂i取割合を求めた。脂質所要量は
脂肪エネルギー比の推奨値を25％ととして算
出した。
　2）　体位測定：身長，体重を測定し，各調査
年度の対応する昭和45年，50年，55年，60年，
65年，平成7年およびユ2年目途の日本人の栄
養所要量作成に用いられた体位推計基準値に対
比して，比率を求めた。また，Body　Mass工ndex
（kg／m2）を算出した。
　3）　体力測定：平衡力（棒上片足立ち），筋持
久力（体支持持続時間），瞬発性（立幅跳び）お
よび調整力（両足連続跳び越し）の4種目につ
いて実施した。その評価は，新潟県教育委員会13）
による幼児の運動能力基準に従い，3点を中位
とする5段階法によって行った。
　4）歩行数および消費エネルギー量の測
定1二対象児の運動量の一実態を把握するため
禮，平成元年，6年度において，タニタの万歩
計を装着させ連続3日間の歩行数を測定し，1
日当たり平均歩行数を算定した。平成10年度に
おいては，㈱スズケソ製消費カロリー測定機・
カロリ・一カウソPt　－Select　2を連続6日間，起
床から就寝まで（入浴中を除く）装着させ，1
日当たりの平均消費エネルギー・琶と平均歩行数
を求めた。
　5）　調査結果の還付：本調査終了後，各個人
別の調査結果を対象児の成長記録となるような
フアイル形式の食事記録に作成して，懇切な説
明のもとに謁査対象の保護者に還付した。
　統計学上の有意差の検定は，Student’s　t一検定
により行った。
結果および考察
　1．摂取食品数・種類ならびに献立の30年間
　　　の推移
　1人1日当たりの摂i取食品数の推移は表3に
示すように，17種類から20　一一　P“5年間に31，32
種類に漸増したが，その後の数年間に26種類に
減じたe同じく20～25年間に動物性食品数は3
種類から6～7種類へ約2倍の増加，植物性食
品数は14種類から25種類さ約1．8倍の増加が
みられたが，30年目の成績は前者が5種類，後
者が21種類であった。間食食品数は3～4種類
でさしたる変化は見られなかった。これらの成
績は，山村幼児コ゜，のそれに近似し，漁業地域8）・
都市近郊11｝幼児のそれに比べると初回調査年か
ら総数で3～6種類少ないまま推移している
が，間食食品数は当初から，動物性食品数は第
3回調査年から地域差がなくなった。
　なお，対象児における摂取食品の種類の一・季
節分を表4に総括した。経年的に多様化傾向が
窺われたが，この30年間に新たな増加のみで一
例の消失もない食品群はいも類，油脂類，卵・
乳類の4項目であった。また，調味料は6種類
から漸増して30年目に12種類と2倍に増え，
化学調味料のみが25年目以降消失したにすぎ
なかった。このうち油脂類と調味料の動向は山
村幼児ユ叫の場合と同じであった。
　次に，対象児の献立を集約していると思われ
る一世帯の夏と冬（第7回調査のみは春と秋）
の各調i査第2日目の献立を蓑5に示した。ここ
では食生活研究会創案14）の献立型表示法になら
い，対象児らの献立を5つのタイプ（A：米飯・
汁・潰物，B：A＋植物性食品の主菜1品，　C：
A十動物性食品の主菜1品，D：A÷主菜2品，
E：粉食，但し，副菜がある場合はそれぞれa，
b，c，　d，　eとする。）に分類して表示したe対象
児の献立の30年間の推移の特徴は，次の5点に
総括される。即ち，①初回調査年から3食共に
C型が供されており，漁業地域・都市近郊幼児と
同様であったが，山村幼児の当初の朝食がa型
であったことに比べるとかなり整った献立で
あった，②但し，初回調査年の冬の朝・夕食に
b型が見られ，主菜のタソパク質源としての大
豆製品と，自給される米・野菜・いも類および
購入される少量の魚介類で構成された伝統的な
日本型献立が供されていた，③第2回調査年の
昭和48年以降より次第に潤沢な献立になって
行き，さらに保育園の給食が対象児の食事内容
のバラエティを高めている，④また，平成元年
頃から潰物が減v，平成6年度の夏・冬各連続
3日間の献立には殆ど現れなくなった，⑤平成
10年度の秋の朝食にパソ食が出現したこと，等
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近郊農村児6～14名の秋の連続3日聞の食箏に出現した食品の30年間の推移表4
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　　2．摂取食品の充足状況とその30年間の推
　　　　移
　　対象児の食品群別摂取量の30年間の推移は
　表6のとおりである。謁査年によ’る年齢差，性
　差を不問にして見るならば，この30年間を通し
・て摂取量にさしたる変動の見られなかった食品
　群は皆無であり，・増減いずれかの変動が観察さ
　れた。初回調査年に比し，’3e年後の変動が有意
　であった食品群で増加したものは，乳類（p〈
　0．OOD，油脂類（p＜O．O工），緑黄色野菜（p〈
　0．05）の3種類である。同じく減少したものは，
　果実類（pくO．05）のみで，25年目に次ぐ減少で
　あり，平成元年から秋において柿を食しなく
　なったことも反映’しているようである。有意で
　ないものの目安量以下に漸減したものに穀類，
　豆類およびその他の野菜がある。以上のうちと
　くに対照的な現象で注目されるのは，当初から
　30年続く穀類摂取量の漸減と肉類摂取量の著
　増であり1現状における摂取割合では前者
　　（74．8±18．9％）は摂取不足傾向，後者（117．4±
　45．2％）は適正量の上限を超えている。’この現
　象は他の3地域においても共通に観察された。
．しかしながら，平成6年度の該摂取害1合（穀類
　57．4±9．8％，肉類174．5±75．2％）に比べると
　かなり改善されており，それらの背景要因につ
　いて関心が持たれる。
　　なお，対象児6　一一　14名における摂取割合の個
　人差は変動係数で見る限り，14％（平成元年度
　の乳類）一一156％（昭和43年度の緑黄色野菜）
　り範囲に分布し1’平均すると89．2±40．2％から
　54．3±23．7％へ縮小していることが知られた。
　3’．栄養素等摂取状況とその30年間の推移
　対象児の栄養素等摂i取状況の30年間の推移
をまとめたのhgE11　7である。初回調牽年におい
ては鉄とビタミソ（以下，V．）C摂取量のみが
栄養所要量を充足しているに過ぎなかったが，
これは山村幼児の場合に等しかった。その後昭
’和48年度にタソパク質とナイアシソが，53年
度にエネルギー，脂質，カルシウムおよびV・A
が，平成元年度にさらにV．B1とB2が充足され，
平成6年度では鉄とV．Dを除く8栄養素等の
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表5　近郊農村における代表的な献立例の30年間の推移
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表8　近郊農村幼児の体位・体力評価の30年問の推移・
初回調査
ｺ和43年度
第2回調査
ｺ和48年度
第3回調査
ｺ和53年度
第4回調査
ｺ和5呂年度
第5回調査
ｽ成元年度
第6回調査
ｽ成6年座
第7回調査
ｽ成lo年度
偉位評価 身長ﾌ窺
105±3．4
P10±6．0
9呂±2』
X6±6．o
9呂±　4．9
X5±13．5
100±‘．7
P00±7．6
99±　4．2
X7±102
101±　1．9
X6±11，1
茎D3±　5．5
P02±1L7
Bo的Ma鮎IndeΣ（kg／mり15．6±1．31・L6±L414．9±　1215．7±1．615．O±　0．915．2±　o、9工5．3±　0．5’
体力評価
平衡力
ﾘ持久力
u発性
ｲ整力
3，4士8』
Q．6±⑪．9
Rユ±O．9
R．4±O．7
32±o．7
Q．3±O．呂
R．1±o．9
R．7±O．7
3．‘±　0，8
Q．1±－O、7
Qユ±　o，7
Q，7±　o．7
42±1．3
R．2±Oj
Q2±O．5
S．4±n』，
3．8±　12
Q』±　o．6
R．8±　0，4
S．5±　O．8
3。6士　o．9
R．o±　o．5
R2土　1．1
S．1±　O．6
2．8±　O，4
Q』±　0』
R．6±　1．1
R．2士σ．＄
平均値 3．ユ±o．呂 3．1：ヒO．8 2．6±　o．73．5±o．73．5±　o．了 3．5±　o．82．9±　0．7
1日当たりの歩行数 一 一 一 一 沁、743±1，241lo加6±215‘91呂1螂±姻4
田当畑韻工勅軒租kf且1） 一 一 一 一 一 一 玉，！』5±ll5
注1）　体位評価：体位の身長・体重推計華準値に対する比率（％）．体力評価：3．0を中位とする5段階評価による成組1．
注2）　平均値±標準偏差．
摂取割合は適正tsc　一一ユ79．6±33．4％（カルシウ
ム）の範囲にあり，30年目の平成10．年度におい
ては鉄が89．8±14．5％で充足されず，エネル
ギーが適正域の下限にある他は，適正域
～174．4±32．9（V．A）％の範囲に達し，初めて
V．D（104．6±ll5．8％）が充足されるなど好まし
い水準に至った。　　　　　　　　　　　．1
　さらに，摂取不足児（摂取割合が50％以下）
が皆無となり，’多量摂取児（同151％以上）が増
え，とくにカルシウム，動物性タソバク質およ
びV．B2においては対象児の過半数が多量摂取
域にあった（表を省略）。
　初回調査年に比して有意（P〈O．Ol）に増加し
て摂取水準の改善された栄養素は脂質，カルシ
ウム，V．AおよびB2の4項目であり，山村幼児
の同7項目に次いで多かった。この間の変動幅
の最小はエネルギー摂取量であり，最大ex　V・A
のそれであったが，他の3地域の幼児において
も全く同様であった。r方，減少傾向を示すも
のに鉄とV℃があり，この現象も他の3地域の
幼児の場合と共通していた。
　なお，各栄養素別に摂取上の個人差を変動係
数で見ると，エネルギー，糖質，タソパク質
V．B、およびナイ、アシソのそれ（9　一一　34％）はや
や小さく，VDのそれ（60－125％）が最も大き
く，この様相は30年来変わっておらず，また他
地域幼児においても同様の傾向が観察された。
　次に，幽栄養比率に関して，糖質・脂肪・タン
バク質の三大栄養素の＝ネルギー構成比の推移
は，初回調査年の68・18・14％値から10年後の
昭和53年度にほぼ適正域（57・29・14％）に至
り，その後脂肪エネルギー比が適正域の上限を
僅かに超えるようになり，30年目の平成10年
度では54．3・3⑪．7・14．9％を示した。この30年
間の糖質エネルギー比の漸減と脂肪エネルギー
比の漸増は有意（P〈0．⑪Ol）であった。穀類エ
ネルギー・比は，初回調査年の適正値が10年後の
昭和53年度から有意（p＜O．05－－p〈O．O⑪）に漸
減し，平成6年度では29．6±5．2％，平成10年
度では32．4±7．4％の低値を示すに至った。動
物性タソパク質比は，初回調査年の35±3％か
ら有意（pくO．eOl）に漸増・改善され，10年目
頃より推奨値（50％）に達し，以後さらに漸増
して25年目の平成6年度には61．1±4．4％の
過剰を示すに至ったが，平成10年度では
53．3±82％に落ち着いた。この間動物性脂質比
は36～49％の範囲にあった。これら栄養比率の
推移は，総じて山村幼児にほぼ数年先んじ，他
方漁業地域・都市近郊幼児にほぼ追随していた
が，平成10年度には地域差が著しく縮小され
た。
　4．体位・体力評価の30年間の推移
　表8に示すように，体位基準値に対する身長
の比率は98～105％，同じく体重のそれは
95－－110％であり，各調査年度ごとの変動がやや
一一 P75一
県立女子短期大学研究紀要　第38号　200ユ
大であったが，BoCly　Mass　lndex（kg／m2）は
14．6～15，7の範囲にあり，対象児の体位はおお
むね正常範囲にあるといえよう。体力評価は，
4種目のうち筋持久力がやや低値である他は平
均値としては30年間おおむね中位のの成績で
あった。たお，とくに体位の成績からは，1逐年
の栄養改善の反映を読み取ることは困難であっ
た。
　対象児の1日当たりの歩行数は，平成元～10
年の3成績のみであるが，10、006～13，993歩で一
山村1°〕・都市近郊幼JEii｝と同様最近5年間に増
える傾向が見られた。平成元年度の成績は相川
ら151の東京都や神奈川県の保育園児における
8，000～10，000歩に類似し，平成10年度の成績
は山村幼児】°｝の16，999歩，都市近郊幼児11）の
16，907歩に比べると21％ほど少なかった。な
お，平成10年度におけるカロリーカウソター装
着による1日当たりの消費エネルギー量は
1，245±115　kcalであり，摂取エネルギー一量の
82．1％であることが知られた。、
　以上の如く，日本経済の高度成長のほぼ中期
から最盛期を経て，低成長時代に至る約30年間
の時代的推移による，新潟県内の一近郊農村幼
児の食生活変容の実態を，6　・一　14名の事例にっ
いて観察してきたのであるが，昭和43年度にお
ける摂取の実態が段階的に逐年適正域へ向かう
方向へ改善されて行き，10年目の昭和53年頃
より幼児期にふさわしい摂取水準に到達または
接近し，以後も鉄とV．Cを除く諸栄養素等の摂
取量の増頒傾向が続いていることを，30年目の
調査で確かめることができた。この間の有意な
変動は，生活環境を異にする他の3地域に対比
すると，山村幼児のそれに次いで顕著であった。
それ故に初回調査年以来の地域差が昭和58年
度以降に縮小されていることも知られたe
　30年目の平成10年度においては，初回調査
年から25年目の平成6年度まで続いた穀類の
漸減（充足率72→57．4％）と肉類の漸増（同66
→174．5％）が緩和され，穀類充足率は74．8％
に回復し，肉類をはじめ漉脂・緑黄色野菜・魚
介・卵・乳類は望ましい摂取水準にあり，菓子
類の過携摂取も是正されるなど食品群別摂取状
況の改善が認められた。しかしながら，穀類工
ネルギー比 昭和58年度以降の適正域を逸脱
しての下降傾向が続いており，穀類エネルギー
比の低値は三大栄養素のエネルギー構成比や脂
質コソビネーショソ・ミネラル摂i取比等のバラ
ソスを崩す要因になりやすい9｝ことから，懸念
される現象である。また，豆・その他の野菜・
果実類の充足率も逐年低下し，それぞtz　72．5，
60、5，81．5％と30年間で最も低値を示すに至っ
た。穀類とくに米類摂取量の増加と併せて豆・
野菜・：果実類の摂取を促す栄養学習・教育へ導
くことが，近郊農村幼児における当面の食生活
改善目標になるものと思われる。
　折しも，平成12年度に厚生省・農林水産省・
文部省3省合同で提唱された「食生活指針」15）に
は，大項目の4番目に「ごはんなどの穀類をしっ
かりと」が盛り込まれ，10番目の実践項目には
「子どものころから，食生活を大切にしましょ、
う」と謳われて結んである。けだし，30年間の
調査成績から学び得たことが集約されている。
　　　　　　　要　　　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，近郊
農村幼児の4～6歳児，6－－14名（延べ66名）
を対象として，’昭和’43年から平成10年までの
30年間に数年間隔で7回，主として四季の各連
続3日間（通年12日間，但しleg　7回調査は通
年6日間）の食物摂取量を秤量調査し，食品群
別・栄養素等摂取状況の5～30年間の推移を検
討し，以下の結果を得た。
　①・1日当たりの摂取食品数は，総数で17→
26種類（うち動物性；3→6，植物性；14→
21，間食；3一ウ4）へ漸増した。
　②　食品群別摂取状況は，乳類，油脂類，緑
黄色野菜が有意に漸増，果実類のみが有意に漸
減，有意ではないが，穀類，豆類，その他の野
菜が減少傾向を示した。平成10年度に目安量を
充足していない食品群は穀類，豆類，その他の
野菜デ果実類，菓子類等であった。
　（3｝栄養素等摂取状況は，鉄とV．Cのみが充
足されている状況から逐年漸増（但し鉄のみは
逐年漸減）して，鉄を除きいずれも適正域また
はそれを超えるに至った。その変動は脂質，カ
ルシゥム，V．AおよびB1において有意であっ
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た。
　（4）　　穀類（44→32．4％）　・糖質（68→54．3％）
エネルギー比は有意に漸減，脂肪エネルギー比
（18→30．7％）・動物性タソパク質比（35→
53．3％）は有意に漸増した。
　㈲　対象児の体位の体位推計基準値に対する
比率は95～110％，BMI（kg／m2）は14．6－15．7
の範囲，体力評価は中位の成績でそれぞれ推移『
し，摂取栄養水準の改善による影響はとくに認
められなかった。なお，近年の1日当たりの歩
行数は10，006～13，993歩，同消費エネルギー量
e＊　1，245±115kca1であった。
　終わりに臨み，本研究に際しましてご指導・
ご助言を賜りました本学名誉教授・第四代学長
塚原　叡博士に厚く御礼申し上げます。また，
調査の進行上限りないお力添えを賜りました大
形保育園・あおい幼稚園の歴代の諸先生方，調
査対象世帯の方々，とくに延べ66名の対象児の
お母様方および調査・集計作業をご助力下さい
ました方々に深く感謝申し上げます。
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